
～教育の出発点は家庭から～

第15回

　8月は、夏休みのお子さんが家や地域で過ごす
機会が増える時期です。家族で故郷や行楽地にで
かける計画もあるかと思いますが、もっと身近に
親子でふれあえる方法もあります。
　そのひとつが自然体験です。5年前の全国アン
ケート結果※ですが、太陽が昇るところや沈むとこ
ろを見たことがない子どもが小・中学生で4割い
たそうです。
　親子で早起きして、太陽が昇るにつれて変わっ
ていく空の色をながめたり、朝露の冷たさに触れ
てみる。朝の空気を肌で感じる。一緒に近所をゆっ

くり散歩するだけでも、新しい発見があるかもし
れません。
　遠くに出かけなくても、特別なことをしなくて
も、自然の不思議を感じることができます。足元の
草花や、見慣れた街路樹に季節を感じとる気持ち
は、やがて自然や環境に興味を芽ばえさせるかも
しれません。
　親子で朝の自然体験、早起きのきっかけづくり
としても夏休みにチャレンジしてみませんか。

※H17年度「青少年の自然体験活動等に関する実態調査」報告書より

こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380

問い合わせ
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家庭教育
子育て・親育ち講座
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